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毎年夏にスロベニア・ゴルニャ・ラトゴナ市で開催されるムラ地方見本市主催の農業・食品見本市であり、

20122 年で第 60 回目の開催となります。 

2021年は、新型コロナウイルス感染症の影響で規模は縮小されたものの、29か国から、1,100の企業

が出展しました。展示会の総面積は約５万㎡、来場者は約５万人以上で、パホル・スロベニア大統領やスロ

ベニア農林食糧大臣等、多くの政府関係者も参加をしております。 

名  称：AGRA2022（ゴルニャ・ラドゴナ国際農業・食品フェア） 

会  期：2022 年 8月 20 日（土）～25 日（木） 

開 催 地：スロベニア・ゴルニャ・ラトゴナ市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※リュブリャナ、ウィーン、ブタペスト、ザグレブから 100～300 ㎞圏内 

主 催 者：ムラ地方見本市（Pomurski sejem） 

 （農林水産省事業） 

「AGRA2022（ゴルニャ・ラドゴナ国際農業・食品フェア）」 

日本パビリオン出展募集のご案内 

■■ 申込締切：2022 年 5 月 6 日（金） 17：30 締切 

 

申込締切：2017 年１０月３１日（火）17:00 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇AGRA2022（ゴルニャ・ラドゴナ国際農業・食品フェア）概要

◆◇ 

株式会社 JTB は、農林水産省「令和４年度スロベニア AGRA2022（ゴルニャ・ラドゴナ国際農

業・食品フェア）への日本パビリオン出展・日本食展示会委託事業」の受託者として、スロベニア ム

ラ地方見本市（Pomurski sejem）が主催する中・東欧地域で最大規模の農業・食品関連見本市

「AGRA2022（ゴルニャ・ラドゴナ国際農業・食品フェア）」※（以下「AGRA 2022」とい

う。）への日本パビリオン事務局業務を担います。 

 

2022 年は、日本とスロベニアが国交 30 周年を迎える記念すべき年であることから、「AGRA 

2022」に日本はパートナー国として参加し、初めて日本としてパビリオンを設置することになりまし

た。日本パビリオンでは、展示エリアへの出展およびプレゼンテーションエリアにて製品、技術やサー

ビス等を PR したい日本企業を募集いたします。 

なお、スロベニアは近隣 EU 国（イタリア、オーストリア、クロアチア、ハンガリー、チェコ、ポー

ランド等）、旧ユーゴスラビア（ボスニア・ヘルツェゴヴィナ、セルビア等）が主要貿易相手であり、

スロベニアでの製品・技術のＰＲは、これらの地域全体への波及も期待できます。農林水産省として

も、ＪＥＴＲＯやスロベニア農林食糧省やスロベニア商工会議所等と連携し、国境を越えたＢ2Ｂの機

会の提供を図りますので、下記の内容をご確認・ご検討の上、お申込みください。 



 

2 
 

対象分野：農産品、農業機械、家畜を含む動物、ガーデニング、森林等 

出展スペース：約 53,800 ㎡ ※2021 年実績より（2019 年実績：約 71,800 ㎡） 

来場者数： 約 50,000人 ※2021 年実績より（2019 年実績：約 118,000 人） 

URL ：https://www.sejem-agra.si/en/ 

（※）食品関係見本市の規模比較 
 開催地 来場者 出展社 備考 
AGRA2019 スロベニア 118,000 人 1,850 社 参加国 32 か国、 

総展示スペ－ス 71,800 ㎡ 

OMEK2017 ハンガリー 90,000 人 988 社 日本：2017 年パートナー国 

黄金の秋
2018  

ロシア 100,000 人 1,300 社 2018 年ジャパンパビリオン 

ANUGA2021 ドイツ 70,000 人 4,600 社  

SIAL Paris 
2018 

フランス 310,000 人 7,200 社 2020 年は中止、次回は 2022 年 

Foodex2021 日本 33,754 人 1,485 社 アジア最大級の食品飲料見本市 

AGRA2021 スロベニア  50,000 人 1,100 社 参加国 29 か国、 
総展示スペ－ス 53,800 ㎡ 
（コロナ禍で縮小規模での開催） 

 
 

 

 

 

日本パビリオンでは、中・東欧諸国での日本の食文化や技術に対する関心の裾野を広げるとと

もに、中・東欧諸国、さらにＥＵ全体への日本産食材の輸出拡大を目的に、農林水産部門におけ

る優れた製品、サービス、技術等をお持ちの日本企業様による展示およびプレゼンテーションを

通した PR を実施します。ブース内では、試飲・試食・即売も可能です。 

出展およびプレゼンテーションにて製品、技術等のPRや、現地企業との商談を実施したい日本

企業を募集いたします。 

 

運営：株式会社 JTB ※委託事業実施社 

出展者数：10 社前後（予定） 

出展商品： 上記の目的、趣旨に沿うものであれば、広く出展可能です。 

     ※ただし AGRA2022 の出展規約に則しているものに限ります（申込書類の ENTRY 

FORM AND AGREEMENT 参照） 

出展規模：出展するブース（90 ㎡以上（１社あたり９㎡～の出展を想定））に加え、簡単な調理

が可能な実演ブースを備えた共用スペース（60 ㎡以上）を設置します。 

会  場：Pomurski sejem d.o.o. 
 

 

 

 

 

１． 費用負担の軽減 

基本設備を備えた出展ブースの設営費は無料です。出展者の皆様は、単独で出展する場合

に比べて、出展費用を抑えることができます。 

２． 出展手続きを安心サポート 

出展の申込みやブースの装飾など、展示会参加に伴う手続きを主催者がサポートします。

初めて海外の展示会に出展される方でも、安心してご参加いただけます。 

３． 日本パビリオンの広報 

◆◇日本パビリオン概要◆◇ 

◆◇日本パビリオン 出展のメリット◆◇ 

https://www.sejem-agra.si/en/
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様々な媒体を活用して、想定される来場者に対してアプローチします。加えて制作物の配

布など、展示会会場でもプロモーション活動を積極的に行います。 
 

 

 

 

 

（１）海外販路拡大のため、海外企業との出展商品の商取引を目的とした商談が主な参加理由で

あること。 

（２）展示会期間中、出展商品の商取引を目的とした海外企業との商談に対応できること。また、

展示会参加後も、自らが主体的に海外企業との商談や出展商品の輸出に関与できること。 

（３）展示会参加期間の全日程を通じて、出展者（現地代理店やパートナー含む）が、ブースに

アテンドできること。 

（４）「商品情報シート」にて企業・商品情報の日英併記の入力・提出が可能であること。 

（５）展示会参加期間前後及び期間中に主催者が成果把握等のために行う実績報告書・アンケー

ト・調査にご協力いただけること（現地代理店などと共同で商談を行われる場合も、本ア

ンケート・調査の対象に含まれます）。アンケート・調査については、本事業の成果把握

や、今後の事業計画の策定等における基礎資料となりますので、必ずご協力下さい。 

（6）本案内書及び別添「ENTRY FORM AND AGREEMENT」の内容、条件をご確認、ご了承

いただくこと。 

（7）会場全体の基本的構成、小間位置は出展内容により決定させていただく旨、ご了承いただく

こと。 
 
 
 
 

主催者が提供するサービス ：  

 

（1） 主催者が提供するサービスに含まれるもの 

【ブース出展者】 

① 出展スペース（9㎡予定） 

※取扱商品の品目数や応募数によって、ご希望に応じて１社あたりの面積の増加を検討させ

ていただく場合があります。 

② 基礎小間による設営・装飾 

＜基礎設置備品/1小間あたり（予定）＞ 

・カーペット 

・ブース壁面（オクタノルム） 

・社名板（ロゴ無し） 

・コートラック 

・ゴミ箱 

・展示台 

（w100cm x d 50cm x h 100cm） 

・組み立て式キャビン 

・カーテン 

・標準棚（w100cm x d 30cm） 

・商談用テーブル（w80cm x d 80cm） 

・椅子４脚 

・照明スポットライト（接続電源無し） 

③ 共有スペースにおける共通設備等維持管理（一定量の電気代およびその工事費、インター

ネット環境含む。※出展者ブース内のオプション備品費用は含みません。） 

④ 通訳手配（人員に限りがあるため、順番でご利用いただく場合があります。） 

◆◇出展の条件◆◇ 

 

◆◇提供サービスについて◆◇ 
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⑤ シェフとの連携支援（日本パビリオン共用スペース内に簡単な調理が可能な実演ブースを

備え、シェフとの連携（出展者の食材を活用して簡単な調理、試食提供等）の支援を行い

ます。） 

⑥ 出展者バッジの提供（規定により、発行枚数が制限される場合があります。） 

⑦ 日本パビリオンプロモーション制作物の作成 

※サービスの提供は、1小間毎のものとなります。 

※規定により、また締め切りの関係等により上記の一部サービスを受けられない場合があ

ります。 

※社名板や日本パビリオン広報資料等の各社の記載は、企業・団体・組織名のみ可能とし、

商品・ブランド名、キャッチフレーズ等は記載できません。 

 

（2）主催者が提供するサービスに含まれないもの 

上記サービス以外に係る経費は、出展者にご負担頂きます。主なものは次のとおりです。 

① 輸送に要する経費 

― 輸出梱包及び展示会場までの通関・輸送費 

― 展示会終了後、出展商品の処理（還送・転送等）に係わる通関・輸送経費 

― 出展商品に係わる輸入税、通関費用、その他公租公課、輸送保険料 

② 追加備品等に要する経費 

― プロモーションブース共通で各ブースに用意する備品以外に出展者が特別又は独自に

必要とする設備・備品等の設置・借上、撤去等に要する経費 

③ 社員等の派遣に要する経費 （渡航費、宿泊費等） 

④ 出展商品の試食・試飲に係る費用 

⑤ 出展商品及び自社ブースに持ち込む出展者所有物に係る本展示会参加期間中の盗難保険料 

⑥ 海外旅行保険及び賠償責任保険 

⑦ その他、前項「主催者が提供するサービス」に定める以外の経費 

 

※輸送について 

各展示会場への出展商品等の輸送・通関は各出展者の責任の下、行っていただくことになりま

す。出展者確定後、各出展者がご自身で、直接手続きいただきます。出展商品の輸送、通関等が

確実に行われるよう、出展者の責任において手配していただきますようお願いします。また、展

示会終了後の出展商品は、自己責任にて廃棄、もしくは還送をお願いします。 

 

＜ご参考＞ 

● ジェトロ農林水産物・食品輸出協力企業リスト

http://www.jetro.go.jp/industry/foods/trading_company_list/ 
 

 

 

 

本「出展募集のご案内」、各種申込書面の記載内容を必ずご確認・ご了承いただき、以下の手
順でお申込みください。申込に関するお問い合わせは、本書末尾記載のJTB担当者までお願い
します。 

 

(1) 下記の申込書面をダウンロードの上、申込内容をご記入ください。 

➀ENTRY FORM AND AGREEMENT（PDF） 

➁日本パビリオン申込書(AGRA2022)（Excel） 

 

また、下記の資料をご準備ください。 

➂会社概要 

➃会社のロゴデータ 

◆◇申し込みついて◆◇ 

 

http://www.jetro.go.jp/industry/foods/trading_company_list/
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➄商品情報シート・商品カタログ等（任意) 

➅過去出展ブースイメージ（任意） 

 

(2)「申し込み」ボタンをクリックし、必要事項をご記入の上、(1)の資料をアップロードしてく
ださい。 
 
(3) ご入力いただいた内容が、本事業の実施規定に適合しているかを確認させていただきます。そ
の際に、質問等させていただく場合がございます。 
 
(4) 出展者決定のご連絡は5月中旬以降を予定しています。ご入力いただいたE-mail宛てにメール
にてご連絡をさせていただきます。 

 

※出展申込締切日を過ぎてから、情報の変更もお受けできかねる場合がございますので、必要に

応じて翻訳業者をご利用の上、余裕を持って申込書面をご準備の上、ご提出ください。 

※募集数を大幅に超える出展申込があった場合は、締切日前でも募集を締め切る場合がありま

す。 

※募集数を超えない場合でも商品のラベル表示・商標が欧州内の関連法規に抵触している場合

や、出展がふさわしくないと考えられる際にはご参加をお断りすることもございます。 

※可能な限り調整をしますが、展示スペースやデモンストレーション・プレゼンテーションの枠

は限られていますので、ご希望に添えない場合がありますこと、ご了承ください。 

※スロベニア企業との商談マッチングを企画しておりますので、ご希望の方はお申込み時に、商

品情報シート・商品カタログ等（例：FCP シート）をお送りください。 
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◆◇ENTRY FORM AND AGREEMENT 補足事項◆◇ 

 

会社・ご担当者様情

報をご記入くださ

い。 

出展者様負担の費用が

生じた際の請求先情報

をご記入ください。 

記載の通り、ご記入く

ださい。日本パビリオ

ンとして、最終的にと

りまとめて主催に提出

します。 

出展商品名をご

記入ください。 

全て英語でご記

入ください。 

提出時の場所、日付、

署名をご記入くださ

い。 
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本ページは貴社のブース展開イメ

ージをもとに、電気容量・水道利

用等のご希望をご記入ください。 

それに応じて、日本パビリオンと

しての設計・デザイン策定を考慮

いたします。 

 

Unitary Stand 

Equipment は主催者負

担です。それ以外のオ

プションサービスは出

展者様の自己負担とな

ります。 

一部、日本パビリオン

として電気や水道をひ

く可能性もございま

す。 
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出展者様独自で広告

サービスをご利用さ

れる際は、ご記入く

ださい。 
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該当する、出展者様

の業種、出展商品ジ

ャンルをチェックし

てください。 
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AGRA2022 主催者の出

展規約を必ずご確認・

ご承諾の上、お申し込

みください。 
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➢各種申込書面及び申込みフォームの内容に虚偽の記載をした場合は、申込を無効とすると同時

に、本展示会のご出展をお断りします。 

➢出展募集締め切り後であっても、天災等による現地側規制の変更・強化があった場合は、出展が

できなくなるケースがあります点、ご留意下さい。 

➢「出展募集のご案内」に定めのない事項に関しては、主催者がその対応を決定するものとし、政

府の方針等により内容が変更される可能性がある旨あらかじめご了承下さい。 

➢出展商品は国内法令及び現地法令に照らして適法に輸送して下さい。違反した場合は、今回また

は今後のご出展をお断りすることもあります。 

➢自社スペースを転貸、売買、交換、譲渡することはできません。 

➢日本からの食品・飲料の通関に時間がかかる場合もあるため、輸送については、十分ご留意願い

ます。 

➢出展申込書に記載した内容について変更がある場合は、書面にてご通知ください。なお、出展申

込締切日を過ぎてから申込内容を変更される場合は、内容によっては変更に応じられないことが

あります。 

➢外国為替及び外国貿易法などの国内法令に定めのある出展商品の出展については、出展者の責任

において事前に必要な許可等を取得してください。（参考URL 

http://www.meti.go.jp/policy/anpo） 

➢見本市参加期間の全日程を通じて、出展者（現地代理店やパートナーは含まない）が、ブースに

アテンドしてください。 

➢展示会最終日の終了時刻以前の撤収は認められません。 

 

 
 

➢天災、交通機関の乱れ、現地の政情その他主催の責任に帰する事のできない事由により関連事業

の一部、又は全部を中止せざるを得ない場合は、参加申込み受領後であっても、当スケジュール

の一部又は全部を変更または中止することがあります。その際、航空券代等のキャンセル料その

他の経費・損害を補填することは致しかねます。 

➢見本市会期中およびその前後を通じて発生した傷病、事故、盗難等のいかなる損害についても、

一切の責任を負いかねます。 

➢盗難、火災、会場内での事故、その他一切の原因を理由とする損害、損失、損傷についての責任

を負いません。 

➢ご提供頂いた個人情報は、事業実施のため、施工業者、現地バイヤー等の事業関係者に提供する

場合がございます。また、本見本市に関するプレスリリース、JTBホームページ等において、企

業情報や出展商品の情報等が公開される場合がございます。あらかじめご了承ください。 

➢相応の理由なしに出展キャンセルされた場合や、実績報告書・アンケート・調査へご協力いただ

けない場合には、今後農林水産省が主催する事業の選定等において考慮されることとなります。 

 
 

 

 

  

 

株式会社 JTB ビジネスソリューション事業本部 第二事業部 グローバルビジネス推進課  

AGRA2022 日本パビリオン事務局 担当：戸田・岡崎・佐藤 

TEL: 03-5909-8091  FAX: 03-5909-8110 

E-mail: k_toda143@jtb.com/h_okazaki588@jtb.com/y_sato014@jtb.com 

（営業時間 09:30～17:30※） 

※土・日曜日、祝日は、翌営業日以降の対応とさせていただきます。 

 

◆◇注意事項◆◇ 

 

◆◇免責◆◇ 

 

◆◇お問合わせ◆◇ 

 

http://www.meti.go.jp/policy/anpo

